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【農林水産業の振興について】

問２０ 北九州市では、本市の農林水産業の振興を図るため、担い手の育成、地産地消、ブラ

ンド化の推進などを進めています。そこで、おたずねします。

問２０－１ あなたは、次の北九州市の農林水産物のブランド品を知っていますか。

      知っているものをいくつでも選んで下さい。

農林水産物のブランド品で知っているものについては、「合馬たけのこ」（９５．６％）が最

も多く、次いで「小倉牛」（７７．９％）、「豊前海一粒かき」（７５．７％）、「若松潮風キャベ

ツ」（６７．６％）、「若松水切りトマト」（６４．７％）となった。
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若者ワークプラザ北九州や北九州市高年齢者就業支援センターの運営など、北九州市の人

材育成や就業支援の取組を知っているかについては、「利用したことがある」（１９．９％）

と「知っているが、利用したことはない」（４９．３％）をあわせた６９．２％が認知してい

た。

【雇用の機会について】

問２１ 北九州市では、就業に必要な能力開発の機会の提供や就業相談の実施など、地元企業

で活躍できる人材の育成、就業の支援に取り組んでいます。そこで、おたずねします。

問２１－１ あなたは、若者ワークプラザ北九州や北九州市高年齢者就業支援センターの運

営など、北九州市の人材育成や就業支援の取組を知っていますか。
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【北九州市の魅力について】

問２２ 北九州市では、環境における先進的な取組や、ものづくりのまちとしての発展を支え

てきた技術やノウハウ、特産品などの強みを活かした魅力づくりや、各種マスメディア

を戦略的に活用した魅力発信に取り組んでいます。そこで、おたずねします。

問２２－１ あなたは、北九州市には市外の方に自慢できる取組・観光地・イベント・ゆかり

の人・食べ物などがあると感じますか。

市外の方に自慢できる取組・観光地・イベント・ゆかりの人・食べ物などがあると感じる

かについては、「自慢できるものがある」が６９．１％、「自慢できるものはない」が６．６％

であった。
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問２２－１ 自慢できるものについて、具体的にお答えください。（回答より主なものを抜粋）

◆自慢できる取組

● 環境分野等

 「SDGs未来都市」、「世界の環境首都」など、環境分野での先進的な取組。
北九州市環境首都検定。

 上下水道分野の海外研修生の受け入れや国際技術協力、海外水ビジネス。

● 映画の街・北九州

 北九州フィルムコミッションは積極的にロケの誘致・協力を行っていてとても評価で
きる。

 いくつもの大きな映画のロケ地になっているので、北九州の魅力を知ってもらえると
思う。

 海外からロケ地として評価されている。
 自慢できるものとして「北九州フィルムコミッション」を挙げます。（一部略）。
参加した作品が公式的に発表されるとその作品に関わった俳優さんやスタッフさん

が北九州で撮ったこと、エキストラが協力的だった、美味しい物が食べることができ

たなど色々発信してくださいます。また、そういった情報を見た方が作品公開後にロ

ケ地巡りをしに北九州へ県内外から来てくれているのをSNSで見かけます。北九州
市民としても、たとえその作品にエキストラとして出てなくてもとても誇らしく思い

ます。

● 暮らしやすさ・住みよさ（自然、環境、医療・子育て等）

 都会の便利さと田舎の快適さをあわせ持つ点
 自然や公園が多いので、伸び伸びと子育てをすることができる。また、医療も充実し
ており安心して生活することができる。

 いのちのたび博物館・環境ミュージアム・児童文化科学館等、子供も大人も学ぶこと
のできる施設が整っている。

◆観光地・イベント

● 門司区：門司港レトロ、門司港駅、関門海峡、関門橋、関門海峡花火大会、

九州鉄道記念館

● 小倉北・南区：平尾台、小倉城、松本清張記念館、小倉祇園太鼓、北九州マラソン

        わっしょい百万夏まつり

● 若松区：若戸大橋、高塔山（夜景）、若松北海岸、若松みなと祭り

● 八幡東・西区：皿倉山（夜景、ロープウェイ）、河内藤園、藤まつり、黒崎祇園

● 戸畑区：戸畑祇園山笠、戸畑あやめまつり

◆ゆかりの人

●松本清張、火野葦平、松本零士、高倉健、森鷗外

◆食べ物

●合馬たけのこ、若松水切りトマト、若松潮風キャベツ、あかもく、豊前海一粒かき、

ぬか炊き、焼きうどん、焼きカレー、新鮮な海の幸（寿司）、肉うどん、戸畑チャンポン
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問２２－２ あなたは、新聞や雑誌、テレビなどで、北九州市の観光地や魅力を紹介する記事

や番組などを、よく目にしますか。

新聞や雑誌、テレビなどで、北九州市の観光地や魅力を紹介する記事や番組などを、よく

目にするかについては、「よく目にする」（１６．９％）と「たまに目にする」（６７．６％）

をあわせた８４．５％が肯定的な回答であり、否定的な回答（１４．７％）を上回った。
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問２２－３ あなたは、観光やイベントの開催などにより、国内外から北九州市を訪れる人

が増加していると感じますか。

観光やイベントの開催などにより、国内外から北九州市を訪れる人が増加していると感じる

かについては、「そう感じている」（１４．０％）と「どちらかといえばそう感じている」

（３６．８％）をあわせた５０．８％が肯定的な回答、「どちらかといえばそう感じていない」

（１０．３％）と「そう感じていない」（８．８％）をあわせた１９．１％が否定的な回答と

なっており、肯定的な回答が否定的な回答を上回った。
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【シビックプライドについて】

問２３ 北九州市では、世界に誇る環境や産業技術の集積、歴史、文化、自然などの本市の優

れた資源を活かしたさまざまな施策を通じ、市民のみなさん一人ひとりが自分の住むま

ちに自信と誇り（シビックプライド）を持ち「このまちに住み続けたい」と思えるよう

なまちづくりに取り組んでいます。そこで、おたずねします。

問２３－１ あなたは、北九州市が好きですか。

あなたは、北九州市が好きですかについては、「そう感じている」（５５．９％）と「どちら

かといえばそう感じている」（３０．９％）をあわせた８６．８％が肯定的な回答であった。
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問２３－２ あなたは、北九州市に住んで良かった、ずっと住み続けたいと思いますか。

あなたは、北九州市に住んで良かった、ずっと住み続けたいと思いますかについては、「そ

う感じている」（５７．４％）と「どちらかといえばそう感じている」（２５．７％）をあわせ

た８３．１％が肯定的な回答、「どちらかといえばそう感じていない」（３．７％）と「そう感

じていない」（１．５％）をあわせた５．２％が否定的な回答となっており、肯定的な回答が

否定的な回答を７７．９％上回った。
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問２３－３ あなたは、北九州市に誇りや自信を感じますか。

あなたは、北九州市に誇りや自信を感じますかについては、「そう感じている」（３５．３％）

と「どちらかといえばそう感じている」（３６．８％）をあわせた７２．１％が肯定的な回答

であり、否定的な回答（７．４％）を上回った。
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【小倉・黒崎について】

問２４ 北九州市では、小倉中心部を都心、黒崎地区を副都心と位置づけ、それぞれの特性を

活かし、市内外から多くの人が集まる魅力あるまちづくりを進めています。そこで、お

たずねします。

問２４－１ 小倉都心に、にぎわいを感じますか。

小倉都心に、にぎわいを感じるかについては、「そう感じている」（２１．３％）と「どちら

かといえばそう感じている」（３２．４％）をあわせた５３．７％が肯定的な回答であり、否

定的な回答（３２．４％）を上回った。
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問２４－２ 黒崎副都心に、にぎわいを感じますか。

黒崎副都心に、にぎわいを感じるかについては、「どちらかといえばそう感じていない」（２

２．８％）と「そう感じていない」（５３．７％）をあわせた否定的な回答が７割以上（７６．

５％）を占めた。
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【交通機能について】

問２５ 北九州市では、主要な幹線道路の整備や交通渋滞の解消、公共交通ネットワークの強

化など進めています。そこで、おたずねします。

問２５－１ あなたは、北九州市内の車（自家用車、タクシーなど）での移動は便利である

と感じますか。

車（自家用車、タクシーなど）での移動は便利であると感じるかについては、「どちらかと

いえばそう感じている」（３９．０％）で、次いで「そう感じている」（３７．５％）となって

おり、これらをあわせると、７割以上（７６．５％）の人が肯定的な回答であり、否定的な回

答（８．８％）を上回った。
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問２５－２ あなたは、北九州市内の電車やバス、モノレールといった公共交通機関での移

動は便利であると感じますか。

電車やバス、モノレールといった公共交通機関での移動は便利であると感じるかについて

は、「そう感じている」（２７．９％）と「どちらかといえばそう感じている」（３８．２％）

をあわせた６６．１％が肯定的な回答、「どちらかといえばそう感じていない」（９．６％）と

「そう感じていない」（８．８％）をあわせた１８．４％が否定的な回答であり、肯定的な回

答が否定的な回答を４７．７％上回った。



44 

【市民の環境活動について】

問２６ 北九州市では、「世界の環境首都」を都市のブランドの一つに掲げ、国に認定された環

境モデル都市として、低炭素社会実現をリードする取組を市民、ＮＰＯ、企業などと一

体となって進めています。そこで、おたずねします。

問２６－１ 市民、ＮＰＯ、企業、行政などの多様な主体が、日ごろの生活や事業活動の中で、

温室効果ガス（ＣＯ２など）の削減を意識した取組を進めていると感じますか。

市民、ＮＰＯ、企業、行政などの多様な主体が、日ごろの生活や事業活動の中で、温室効果

ガス（ＣＯ２など）の削減を意識した取組を進めていると感じるかについては、「どちらかと

いえばそう感じている」（２５．０％）と「そう感じている」（１４．７％）をあわせると、３

９．７％の人が肯定的な回答であり、否定的な回答（１５．５％）を上回った。
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【低炭素社会づくりについて】

問２７ 北九州市では、国の環境モデル都市として低炭素社会を実現するための取組を積極的

に行っています。そこで、おたずねします。

問２７－１ あなたは、日常生活の中で、省エネやエコドライブなど、温室効果ガス

（ＣＯ２など）の排出を抑制する取組を行っていますか。

日常生活の中で、省エネやエコドライブなど、温室効果ガス（ＣＯ２など）の排出を抑制す

る取組を行っているかについては、「ある程度している」（４８．５％）が最も多く、「いつも

している」（１６．９％）をあわせた６５．４％が「している」との回答であった。


